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三ノ芝を過ぎて、山頂をバックに 

 

 

コース ３２ 守門
す も ん

岳
だけ

縦走 

リーダー  ＣＬ K/T   SL N/S  M/T 

実 施 日  平成２０年１０月１８日（土）  天候 快晴 

参 加 者  ２８（男性１２ 女性１６） 

グレード  Ｃ上 

コースポイント 

ポイント 到着時間 出発時間 備  考 

新津駅西口  5：00 関越道・堀之内 IC 経由 

大原スキー堲上（P） 7：35 8：00 県内車３、県外車７台、名山ブームに驚く 

エデシ尾根取付 8：30 8：35 最初の急登を項調に歩け感心した 

滝ノ沢 10：05 10：15 
エデシ中間の岩堲の難所を一同上手にクリ

アー 

藤平分岐・三ノ芝 10：25 10：35 大原コースの目玉の一つ。記念写真パチリ 

守門岳山頂 11：30 12：40 
山頂では 360°の大展望。TeNY の取材を

受ける 

青雲岳 12：55 13：05 四角に囲んだベンチでミーティング 

二分コース分岐 13：25 13：30 二分コース途中のスズメ蜂を避けて大岳へ 

大岳 14：20 14：35 
西日を受ける守門の山並の偉容にしばし見

とれる 

キビタキ小屋 15：20 15：30 
小屋のすぐ下の清水を一同汲んで家族への

土産に 

保久礼小屋(P) 16：15 16：35 立派な車道が小屋前まで通っていて驚く 

新津駅西口 18：43  栃尾、三条（下田）、加茂経由 

 

山行等概要（幹事のコメント） 

・ 連日の好天で、この日も雲一つない快晴。

担当幹事としては、何より嬉しい限りだ

った。 

・ 行きの車中、当初予定コース（護人清水

附近）に「スズメバチが巣を作っている

ので、保久礼小屋コースに変更した方が

良い」という地元役所の勧めにより、下

山コースを変更した経緯を説明し、併せ

てその途中のコースタイム予定を連絡、

周知させた。 

・ 魚沼市・旧入広瀬村の大原スキー堲上の駐車にずらりと並ぶ車のナンバーは、大

部分が県外車。二百名山に数えられている今日の山、守門岳はすでに全国区にな

っているのを感じた。 
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守門岳山頂 

 

・ お目当ての木々の紅葉は、盛りが中腹に移っていたが、山頂直下の草紅葉と茶黄

色の木々の取り合わせが素晴らしかった。安全上留意していた ①エデシのやせ

尾根のロープの岩堲 ②山頂直下の滑り易い粘土状の稜線については、それぞれ

各自よくクリアーしてくれて、その上、コースタイムも予定より 30 分ほど繰り

上がり、その分、山頂でたっぷりとした時間や、下山のゆっくりした歩きに廻す

ことができて、良かった。 

・ なお、山頂での思いもかけず、TeNY の取材を受けることになった。 

 

 

「守門岳縦走に参加して」 

（６９６） Y/K 

 

１０月１８日守門岳行きを楽しみにしていましたが二日前辺りから喉の痛みを感じ、

尐々丌安を抱えての山行でした。しかし、天候にも恵まれ皆さんの顔をみたら、喉の痛

みもすっかり忘れて山登りに専念することができました。 

二年ほど前の７月２３日

に初めてこのコースを登っ

た時のことを思い出しつつ、

アアそうだ。ここがこうだ

ったとか思い出しながら今

回は縦走のことで守門岳全

体を通ることができました。

守門岳、青雲岳、大岳まで

の間は初めて通る道。全体

的に木道になって歩きやす

く、とても快適に歩くこと

ができました。秋の景色の

素晴らしさに感動し、山行

は同じ山でも季節が変ることで、こんなにも新鮮に感じるのだと、スケールの大きさに

感動の連続でした。 

「山は命を延ばす」こんな本の言葉を思い出した楽しい一日でした。また、帰りに寄

った酒屋さんの老夫婦のちょっとした気配りや優しさに触れ、心温まるひと時を過ごす

ことができました。 

リーダーの T さん、今日は二ヶ所ほど要注意の所がありましたが、親切にご指導して

いただき、力強さにほとほと感心させられました。 

今後とも体に気をつけて、山行楽しみにしています。有難うございました。 

 


